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村
に
若
い
人
、
ま
し
て
子
ど
も

が
少
な
い
の
は
と
て
も
寂
し
い
で

す
。
子
ど
も
の
泣
き
声
で
も
、
声

が
聞
こ
え
る
だ
け
で
も
何
か
嬉
し

い
で
す
。
い
ろ
い
ろ
事
情
は
あ
る

け
れ
ど
、
都
会
に
出
て
い
る
人
た

ち
に
ふ
る
里
を
忘
れ
な
い
で
、
時

折
に
で
も
帰
っ
て
き
て
ほ
し
い
で

す
ね
。
家
の
孫
た
ち
も
ふ
る
里
が

ち
ゃ
ん
と
あ
る
こ
と
を
忘
れ
な
い

で
、
い
つ
か
は
帰
っ
て
き
て
く
れ

る
か
な
！

　

童
謡
の
「
う
さ
ぎ
追
い
し
か
の

山
〜
」
の
歌
詞
は
三
番
ま
で
あ
り

ま
す
。
私
の
ふ
る
里
は
こ
の
歌
詞

の
ま
ま
の
と
こ
ろ
で
、
自
然
が
美

し
く
て
平
和
で
住
み
や
す
い
田
舎

で
す
。
今
住
ん
で
い
る
と
こ
ろ
も

全
く
同
じ
環
境
で
、
安
全
な
場
所

に
変
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。
都
会

で
生
ま
れ
育
っ
た
人
も
、
幼
少
期

を
過
ご
し
た
と
こ
ろ
が
ふ
る
里
で

あ
る
と
思
い
ま
す
。
昨
年
の
同
窓

会
の
時
、
関
東
在
住
の
友
だ
ち
が

帰
省
し
て
「
自
分
に
は
ふ
る
里
が

な
い
」
と
言
い
ま
し
た
。
私
は
、

「
実
家
は
な
く
な
っ
て
も
自
分
の

心
の
中
に
残
っ
て
い
る
風
景
が
ふ

る
里
だ
か
ら
、
時
々
は
帰
っ
て
お

い
で
」
と
言
っ
て
そ
の
友
だ
ち
と

別
れ
ま
し
た
。

　

高
等
学
校
を
卒
業
し
て
す
ぐ
、

岡
山
の
会
社
へ
就
職
し
ま
し
た
。

家
は
水
飲
み
百
姓
で
兄
弟
も
多
か

っ
た
の
で
働
き
に
出
て
、　

年
間

４２

会
社
勤
め
を
し
ま
し
た
。
父
母
が

相
次
い
で
亡
く
な
っ
た
た
め
、「
ふ

今
月
の
テ
ー
マ

      「 
ふ
る
さ
と
」

お便り
お待 ちし ています !
メールの場合は
ｈｉｓｈｏ@ｃｉｔｙ．ｍａｎ ｉ ｗａ．ｌｇ．ｊｐ

テーマは
 「登山」です 。
真庭のおすすめの山、登山
の魅力など登山について、
 ２００字程度でお寄せくだ
さい。

川柳の兼題は
 「節句」です。
お便りは、同封したはが
きをご利用ください。川
柳の締め切りは３月３１日
昭です。

４月号では、

 「桜」
 についてお便りを募集
しています。

（３月１０日締め切り）

５月号 読者の広場

今 月は、寄せられたお便り
５３通の中からチ ョ イス

読者の広場は皆さんから
寄せられたハガキなどで
つくるページです。

 「
ふ
る
里
を
忘
れ
な
い
で
」

　
 
Ｍ
・
Ｋ
さ
ん（
蒜
山
下
見
）
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 中  山   蒼  太  くん
なか やま そう た

Ｈ２７．３．５ 生まれ（上呰部）
◯ 応 浩徳、菜穂子さん（両親）

 清  水   美  羽  ちゃん
し みず み あ

Ｈ２７．３．６ 生まれ（平松）
◯ 応 政孝、晴美さん（両親）

る
さ
と
」
へ
帰
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
の
こ
ろ
は
葬
儀
は
自
宅
で
出
す

の
が
主
流
だ
っ
た
の
で
、
講
組
の

方
に
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
式

に
つ
い
て
の
風
習
や
や
り
方
で
知

ら
な
い
こ
と
が
多
く
あ
り
、
そ
ん

な
と
き
ふ
る
さ
と
の
竹
馬
の
友

「
ト
ン
ち
ゃ
ん
」
に
は
大
変
お
世
話

に
な
り
ま
し
た
。
今
も
田
ん
ぼ
の

世
話
や
畑
の
草
刈
り
も
や
っ
て
も

ら
っ
て
い
ま
す
。「
ふ
る
さ
と
」
は

良
い
も
の
で
す
！

 「
ふ
る
里
」

小
椋
蓉
子
さ
ん（
下
湯
原
）

 「
ふ
る
さ
と
は
良
い
も
の
」

　
 
木
目
木
六
さ
ん（
上
河
内
）

PN

心休まるふる里の風景

　４月に開園する「天の川こども園」の完成見学会を行います。木のぬくも
りと開放感のある子育て環境を、ぜひご覧ください。

［問い合わせ先］   子育て支援課　庄司　TEL7-42-1054（FAX1369）

　４月に開園する「天の川こども園」の完成見学会を行います。木のぬくも
りと開放感のある子育て環境を、ぜひご覧ください。

天の川こども園完成見学会天の川こども園完成見学会

天の川こども園（真庭市野川797）
3月30日㈬13：00～16：00 申し込みは不要です

時間内にお越しください

あま がわ



★対象★
発行月に１歳の誕生日を迎えられ
る市内在住のお子さん。
★応募期限★
誕生月の前の月の１０日まで
★掲載内容★
陰お子さんの写真隠氏名（ふりが
な）韻性別吋生年月日右住所宇
応募者のお名前と続柄
★応募および問い合わせ先★
総合政策部秘書広報課
〒７１９-３２９２真庭市久世２９２７-２
ＴＥＬ７-４２-１１６３（ＦＡＸ１３５３）
Ｅ-ｍａｉｌ：ｈｉｓｈｏ@ｃｉｔｙ．ｍａｎｉｗａ．ｌｇ．ｊｐ
※◯   応  ＝応募者

片  山   朋  也  くん
かた やま とも や

Ｈ２７．３．７ 生まれ（鍋屋）
◯ 応 陽貴、由貴さん（両親）

 藤  井   宏  武  くん
ふじ い ひろ む

Ｈ２７．３．９ 生まれ（鍋屋）
◯ 応 和徳、早苗さん（両親）

 山  崎   珠  希  ちゃん
やま さき たま き

Ｈ２７．３．１３ 生まれ（鍋屋）
◯ 応 一喜、勇弥、真瑠、道生さん（兄姉）

 稲  田   雪  乃  ちゃん
いな だ ゆき の

Ｈ２７．３．２０ 生まれ（久世）
◯ 応 善巳、真理さん（両親）

 曽  我   明  優  花  ちゃん
そ が あ ゆ か

Ｈ２７．３．２８ 生まれ（古見）
◯ 応 大輔、寛子さん（両親）

１歳のお祝いに
広報真庭に写真を

初めて迎える誕生日の
記念に、お子さんの写
真を広報真庭に掲載し
ませんか。お送りいた
だければもれなく掲載
します。持参、郵送、
メールいずれでも結構
です。
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橋梁塗装色

４５-７０Ｈ
㈳日本塗料工業会
色表番号

中学生を中心とした若い世代の

緑・青系色の応募が最も多く、

この色を基調としました。また、かつ

て落合橋が赤色であったことをご存知

の人などから、赤系色の応募も次いで多く

ありましたので、橋の一部に赤系色（色表

番号０５-５０Ｖ）を配色することとしました。
◯落合橋橋梁塗装色選考委員会

　（委員長：山陽学園大学・澁谷俊彦教授）

※落合橋の修繕は平成２８年度から本格的に
　着手し、平成３０年度に完成の予定です。

緑青色に決定 ！

塗り替え後のイメージ

落合橋の色が決まりました落合橋の色が決まりまし た！！
　橋の修繕に伴って塗り替えを行う、落合橋の色を皆さんから

募集していましたが、選考委員会で検討した結果「緑青（ろく 

しょう）色」に決定しました。たくさんのご応募ありがとう

ございました。

 　建設部建設課　片山・明村　℡７-４２-５０３３（ Ｆ Ａ Ｘ１９８８）

〇募集期間　平成２７年１０月１日〜１１月１３日
〇応募件数　３６５件
〇応募内容　緑系７０票、赤系６７票、青系５８票、
　　　　　　黄系３２票、その他１３８票
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まにわ本クラブ員が紹介まにわ本クラブ員が紹介

この本読んでみて!!

ド
キ
ド
キ
の
初
舞
台
を
終
え
て

芦
田
彩
さ
ん（
上
市
瀬
）

　

去
年
の
９
月
に
結
成
し
た
真
庭

エ
ス
パ
ス
ジ
ュ
ニ
ア
オ
ー
ケ
ス
ト

ラ
で
バ
イ
オ
リ
ン
を
弾
い
て
い
ま

す
。
１
月
の
コ
ン
サ
ー
ト
は
私
に

と
っ
て
初
め
て
の
コ
ン
サ
ー
ト
で

と
て
も
緊
張
し
た
け
ど
、
こ
れ
ま

で
一
緒
に
練
習
し
て
き
た
み
ん
な

と
舞
台
に
立
つ
こ
と
が
で
き
て
嬉

し
か
っ
た
で
す
。
こ
れ
か
ら
は
今

練
習
し
て
い
る
曲
よ
り
も
難
し
い

曲
に
挑
戦
し
た
い
の
で
、
も
っ
と

練
習
を
頑
張
り
た
い
で
す
。

自
分
の
地
域
は
自
分
で
守
る

森
山
啓
子
さ
ん（
上
市
瀬
）

　

平
成　

年
、
大
雨
で
わ
が
家
が

１０

床
下
浸
水
の
被
害
に
遭
い
ま
し

た
。
そ
の
災
害
を
教
訓
に
、
自
分

の
身
や
家
族
を
ど
う
守
る
か
、
助

け
を
ど
の
よ
う
に
呼
ぶ
か
な
ど
を

日
頃
か
ら
考
え
る
よ
う
に
し
て
い

ま
す
。
地
域
で
の
防
災
で
は
、
一

人
暮
ら
し
の
お
年
寄
り
が
ど
の
よ

う
に
情
報
を
知
り
避
難
す
る
の
か

が
大
き
な
課
題
だ
と
思
い
ま
す
。

今
後
は
防
災
に
つ
い
て
の
知
識
を

さ
ら
に
身
に
付
け
な
が
ら
、
地
域

の
人
た
ち
へ
の
声
掛
け
を
し
て
、

災
害
時
に
率
先
し
て
動
け
る
仲
間

を
増
や
し
て
い
き
た
い
で
す
。

新
感
覚
！
バ
ブ
ル
で
ぶ
つ
か
る

野
崎
希
遥
く
ん（
山
久
世
）

　

勝
山
ス
ポ
ー
ツ
大
会
に
参
加
し

て
、
初
め
て
バ
ブ
ル
サ
ッ
カ
ー
を

し
ま
し
た
。
勝
山
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
で
サ
ッ
カ
ー
を
し
て
い
ま
す

が
、
体
を
覆
う
ビ
ニ
ー
ル
ボ
ー
ル

の
「
バ
ブ
ル
」
で
周
り
が
見
え
に

く
か
っ
た
り
、
動
き
に
く
か
っ
た

り
し
て
、
転
ん
で
し
ま
う
こ
と
も

あ
り
、
と
に
か
く
大
変
で
し
た
。

普
段
や
っ
て
い
る
サ
ッ
カ
ー
と
違

っ
て
、
パ
ス
や
ド
リ
ブ
ル
が
全
然

う
ま
く
で
き
な
い
け
ど
、
そ
の
分

ゴ
ー
ル
を
決
め
た
時
の
嬉
し
さ
は

大
き
い
で
す
。
バ
ブ
ル
で
相
手
と

ぶ
つ
か
る
感
覚
が
特
に
面
白
く

て
、
夢
中
で
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
む

こ
と
が
で
き
て
最
高
で
し
た
。

共感のできる殺人犯。

ごく普通の幸せを得る

ために主人公は完全犯

罪を計画することとな

る。まるで読者自身が犯

人になったように完全

犯罪が成功して欲しい

と、願い読み進めていく

切ない青春ストーリー

です。

青の炎 （久世図書館）
貴志祐介 著／角川書店

▼

 PN アルファ

▼

 PN チータロ

▼

 PN りく

   生涯学習課　真庭市久世２９２７-２
℡ ７-４２-１０９４（ FAX １４１６）
まにわ本クラブではクラブ員を募集
しています。本が好きな人ならどな
たでも大丈夫。読書の楽しさを一緒
に広めてみませんか？

まにわ本クラブ員が、おすすめの本を
紹介します。読みたい本は、最寄りの
図書館・図書室に送ってもらうことも
できます。

今月の紹介者　

まにわ本クラブ員
長尾初季さん（多田）

私のおすすめの
２冊を紹介します

葛

所は江戸、京橋のたもと

に店を構える廻船問屋・

長崎屋。病がちな「若旦

那」が、江戸の人々の生

活の中に潜む物の怪と

人情が絡み合った怪し

い事件を、人の常識から

かけ離れた妖達の振る

舞いに惑わされながら

も、手を携えて解決して

いく推理帳です。

しゃばけ （久世図書館）
畠中　恵 著／新潮社



お見事、 １０点満点だ ！ （ ２月 ２０日）
幼児体操教室の修了式を迎えた子どもたち。鉄棒や跳び箱、マット運動
で、１年間の練習成果を披露しました。見事な大技が続 と々。この中に未来
の日本代表はいるかな。
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八
十
路
川
淀
み
も
せ
ず
に
流
れ
て
る　
　
　

山
元
美
代
子　

阿
口

風
さ
や
か
川
面
に
光
る
真
珠
玉　
　
　
　
　

大
森
喜
久
恵　

西
原

川
土
手
を
仲
間
と
ジ
ョ
ギ
ン
グ
こ
の
パ
ワ
ー　

庄
司
美
佐
恵　

久
世

舟
は
櫂
五
円
で
渡
っ
た
歴
史
川　
　
　
　
　

青
山
萌
黄　
　

上

人
生
と
き
ば
を
む
く
川
立
ち
向
う　
　
　
　

君
影
草　
　
　

組

浴
衣
着
て
孫
と
見
た
日
の
天
の
川　
　
　
　

美
甘
栄
枝　
　

蒜
山
上
長
田

散
歩
道
川
の
岸
辺
に
ふ
き
の
と
う　
　
　
　

岩
古
房
恵　
　

蒜
山
東
茅
部

ふ
る
里
の
川
ゆ
る
や
か
に
な
つ
か
し
く　
　

長
尾
道
子　
　

三
阪

夕
映
に
川
面
に
浮
で
し
鷺
の
群　
　
　
　
　

稲
岡
雅
子　
　

上

未
来
へ
と
川
の
流
れ
は
夢
繋
ぐ　
　
　
　
　

菊
池
千
江
子　

本
郷

川
の
字
に
寝
て
い
た
頃
も
あ
っ
た
よ
な　
　

小
谷
美
紗
子　

蒜
山
下
見

瀬
音
に
も
過
疎
を
訪
う
春
を
知
る　
　
　
　

行
本
愼
五　
　

久
世

メ
ダ
カ
に
も
学
校
が
あ
る
川
の
中　
　
　
　

田
中
久
榮　
　

久
世

こ
の
川
も
ス
ト
レ
ス
き
っ
と
た
め
て
い
る　

横
山
と
も
子　

久
世

根
無
し
草
川
の
流
れ
に
添
う
て
生
き　
　
　

若
田
万
寿
子　

落
合
垂
水

振
り
向
か
ず
川
の
流
れ
の
ご
と
く
生
き　
　

林　

陽
子　
　

曲
り

医
者
の
風
邪
あ
る
さ
河
童
の
川
流
れ　
　
　

小
谷
義
孝　
　

月
田

選：勝山川柳会　原　健裕さん

５月号の兼題は「節句」

〈
軸
吟
〉
古
里
の
河
童
の
川
は
ダ
ム
の
底 

健
裕

今
月
の1 枚

真庭市栄養改善協議会の提供です

今月のレシピ
提供は

藤元麻子さん
（久世支部）

 材料 （４人分）

 作り方

＜１人分栄養価＞
　エネルギー２３０ ｋｃａｌ    たんぱく質 ２０ . ９ｇ  
　脂質 ９. ７ｇ　カルシウム １４９ 取　
　食塩相当量 １. ５ｇ

①豚肉に ◯ Ａ  をもみ込み下味をつける。ブロ
ッコリーは１房ずつ分けて茹でる。

②白ゴマと黒ゴマを混ぜ合わせたものを、溶
き卵につけた豚肉の片面に振り、油を敷い
たフライパンで火が通るまで加熱する。

③ちりめんじゃこをごま油でカリカリにし、
ブロッコリーを入れさっと炒める。

④③のブロッコリー、ミニトマト、オレン
ジを付け合せにし、盛り付ける。

・豚ロース肉  ２４０ｇ（３０ｇ×８枚）
　　・しょうが汁  小さじ１（７ｇ）
　　・薄口しょうゆ  小さじ４
　　・みりん  小さじ４
・溶き卵  １/２個
・炒り白・黒ゴマ  各大さじ１．５
・サラダ油  小さじ１　
・ブロッコリー  １６０ｇ
・ちりめんじゃこ  大さじ１．５
・ごま油  小さじ１．５　・オレンジ  １/２個
・ミニトマト  ４個

兼
献

牽
献
験

 
◯ A

ゴマの風味と食感がクセになります。
しっかり噛んでいると、うま味が増
しますよ。

豚肉のゴマまぶし焼き

川 柳   「川」

▼

 PN ルナドリーム☆

▼

 安東彩羽
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※「冠事業」とは、１０周年記念事業である旨を名称に冠して行う事業のことです。

　

蒜
山
タ
ン
チ
ョ
ウ
の
里

オ
ー
プ
ン
に
先
立
つ
３
月

　

日
、
和
気
町
に
あ
る
県

１５自
然
保
護
セ
ン
タ
ー
か
ら

タ
ン
チ
ョ
ウ
が
真
庭
に
や

っ
て
き
ま
し
た
。
タ
ン
チ

ョ
ウ
の
里
は
、
種
の
保
存

や
伝
染
病
発
生
時
の
リ
ス

ク
分
散
な
ど
を
目
的
と
し

た
施
設
で
、
や
っ
て
き
た
の

は
マ
ミ（
雌
）と
タ
カ（
雄
）

の
２
羽
。　

日
に
は
開
所

２１

式
が
行
わ
れ
、
真
庭
の
新

た
な
見
ど
こ
ろ
と
し
て
注

目
を
集
め
ま
し
た
。
残
念

な
が
ら
タ
カ
は
平
成　

年
２６

４
月
に
亡
く
な
っ
て
し
ま

　

真
庭
、
津
山
圏
域
、
美

作
市
の
消
防
本
部
が
通
信

指
令
業
務
を
共
同
運
用
す

る
「
美
作
地
区
消
防
指
令

セ
ン
タ
ー
」
の
運
用
開
始

式
が
、
３
月　

日
に
津
山

２９

圏
域
消
防
組
合
本
部
で
行

わ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で

３
消
防
本
部
そ
れ
ぞ
れ
で

受
け
て
い
た
１
１
９
番
通

報
を
同
セ
ン
タ
ー
に
一
元

化
。　

市
町
村
約　

万
人

１０

２４

が
住
む
範
囲
を
カ
バ
ー
す

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

共
同
運
用
は
中
四
国
で
初

め
て
。
一
元
化
に
合
わ
せ

て
、
通
報
者
の
位
置
を
自

動
的
に
特
定
で
き
る
新
シ

ス
テ
ム
な
ど
を
導
入
。
迅

速
な
対
応
や
広
域
で
の
応

援
態
勢
確
立
に
向
け
、
新

た
な
防
災
体
制
が
ス
タ
ー

ト
を
切
り
ま
し
た
。

 
平
成　

年

タ
ン
チ
ョ
ウ
が
真
庭
に
や
っ 
て
き
た
！

蒜
山
タ
ン
チ
ョ
ウ
の
里
が
オ
ー
プ
ン

消
防
本
部
が
通
信
指

令
業
務
を
一
元
化

 
平
成　

年

 
平
成　

年

ま
に
わ
っ 
こ 
ミ
ュ 
ー
ジ

カ
ル
を
熱
演

共同運用が始まった指令センター

　

真
庭
の
歴
史
を
題
材
に

し
た
「
ま
に
わ
っ
こ
ミ
ュ

ー
ジ
カ
ル
」
が
３
月　

日
、

１６

勝
山
文
化
セ
ン
タ
ー
で
上

演
さ
れ
ま
し
た
。
美
作
国

建
国
１
３
０
０
年
記
念
事

業
と
し
て
行
わ
れ
た
も
の

で
、
公
募
で
集
ま
っ
た
１

〜　

歳
の
出
演
者
と
制
作

７６

キャスト勢ぞろいのフィナーレ

２５

２４

２６

真
庭
市
制
施
行　

周
年
特
別
企
画
（
広
報
真
庭 
ア
ー
カ
イ
ブ
）

あ
の 
日 
あ
の
と
き     
月
版

真
庭
市
が
積
み
重
ね
て
き
た　

年
間
。
あ
の
年
の

　

月
の
出
来
事
を
見
て
、
ち
ょ
っ
と
思
い
出
し
て
み
ま
せ
ん
か
。 ３

１０

３

１０

生まれたばかりの頃の
ヒルタン（左）とマニタン（右）

■第１４回エスパス合唱団定期演奏会
　３月６日掌　久世エスパス
■たのしいえほんコンサート
　３月１２日松　勝山文化センター
■早川太鼓 エスパスの陣・壱拾八
　３月１３日掌　久世エスパス
■夢はぐくみプロジェクト講演会「夢を叶えるために」
　３月１６日昌　勝山文化センター

市制施行
１０周年記念冠冠冠冠冠冠事事事事事事冠事業業業業業業業  ご紹介 １年間、たくさんの行事やイベントを

「真庭市制施行１０周年記念事業」の冠事業として
実施していただき、
ありがとうございました。
おかげをもちまして
市制施行１０周年を
盛り上げることができました。
心よりお礼申し上げます。

い
ま
し
た
が
、
総
社
市
の

き
び
じ
つ
る
の
里
か
ら
タ

ン
タ
ン（
雄
）を
譲
り
受
け
、

マ
ミ
と
の
間
に
平
成　

年
２７

７
月
に
２
羽
の
ヒ
ナ
が
誕

生
。ヒ
ル
タ
ン（
雄
）、マ
ニ

タ
ン（
雌
）と
名
付
け
ら

れ
、現
在
、４
羽
の
タ
ン
チ

ョ
ウ
が
真
庭
で
暮
ら
し
て

い
ま
す
。

ス
タ
ッ
フ
の
総
勢
約　

人
７０

が
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
ミ
ュ

ー
ジ
カ
ル
を
披
露
し
ま
し

た
。
５
人
の
子
ど
も
た
ち

が
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
、

歴
史
上
の
出
来
事
に
巻
き

込
ま
れ
な
が
ら
成
長
し
て

い
く
と
い
う
ス
ト
ー
リ
ー

で
、
た
た
ら
の
精
製
や
山

中
一
揆
な
ど
の
世
界
を
見

事
に
再
現
。
自
然
を
大
切

に
し
、
過
去
の
経
験
を
生

か
し
て
未
来
を
創
造
し
よ

う
と
い
う
思
い
を
表
現

し
、
そ
の
熱
演
ぶ
り
に
会

場
か
ら
は
大
き
な
拍
手
が

送
ら
れ
ま
し
た
。

 　総務部総務課　℡７-４２-１１５０（ Ｆ ＡＸ１３４１）

 ケージに放たれるマミとタカ（３月１５日）
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肝
臓
は
栄
養
の
代
謝
、
貯
蔵
、

体
の
免
疫
、
有
害
物
の
処
理
、
必

要
な
蛋
白
の
産
生
な
ど
を
行
っ
て

い
ま
す
。
肝
臓
は
「
沈
黙
の
臓
器
」

と
い
わ
れ
ま
す
が
、
こ
れ
は
肝
臓

が
障
が
い
を
受
け
て
も
、
予
備
能

力
が
高
い
た
め
、
症
状
を
自
覚
で

き
な
い
こ
と
が
多
い
か
ら
で
す
。

こ
の
た
め
慢
性
肝
炎
の
初
期
段
階

で
は
自
覚
症
状
に
乏
し
く
、
気
が

付
か
な
い
う
ち
に
肝
硬
変
に
な
っ

て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
わ
が

国
の
Ｂ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
感
染
者

は
１
０
０
〜
１
４
０
万
人
、
Ｃ
型

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
感
染
者
は
１
９
０

〜
２
３
０
万
人
と
推
定
さ
れ
て
い

ま
す
。
体
が
だ
る
い
、
手
足
が
む

く
む
、
体
が
か
ゆ
い
な
ど
の
症
状

は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
こ
れ
ら
は
肝

硬
変
の
サ
イ
ン
。
肝
が
ん
に
進
展

し
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

肝
が
ん
は
日
本
の
が
ん
に
よ
る
死

亡
原
因
の
３
番
目
で
、
そ
の　

諸
１５

が
Ｂ
型
肝
炎
、　

諸
が
Ｃ
型
肝
炎

６８

に
よ
る
も
の
で
す
。

お話：イケヤ医院   池田 文昭さん       ℡０８６７-４２-０１２２

　

ウ
イ
ル
ス
な
ど
異
物
の
侵
入
に

反
応
し
て
細
胞
が
分
泌
す
る
蛋
白

質
で
、
ウ
イ
ル
ス
の
細
胞
内
増
殖

阻
止
や
抑
制
の
働
き
を
す
る
ウ
イ

ル
ス
干
渉
因
子
が
イ
ン
タ
ー
フ
ェ

ロ
ン
で
す
。
１
９
９
２
年
ご
ろ
か

ら
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ン
単
独
療
法

が
始
ま
り
、
そ
の
後
内
服
薬
の
併

用
療
法
と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
様
の
発
熱
な
ど

の
副
作
用
が
出
る
こ
と
が
多
く
、

２
０
１
４
年
よ
り
イ
ン
タ
ー
フ
ェ

ロ
ン
を
使
わ
な
い
治
療
が
始
ま
り

ま
し
た
。
ウ
イ
ル
ス
そ
の
も
の
の

合
成
を
抑
え
る
薬
で
発
熱
な
ど
の

副
作
用
も
な
い
、
ほ
ぼ
１
０
０
諸

の
治
療
効
果
が
得
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

チ
ェ
ッ
ク
と
治
療
で

肝
が
ん
を
予
防
し
ま
し
ょ
う

肝臓の病気と肝がん予防

あ
な
た
の
肝
臓
大
丈
夫
？

■Ｂ型肝炎に対する治療
①インターフェロン
　またはペグインターフェロン単剤
②核酸アナログ製剤

■Ｃ型肝炎に対する治療
①インターフェロン
　またはペグインターフェロン単剤
②インターフェロンまたはペグインター
　フェロン＋リバビリンの併用
③ペグインターフェロン＋リバビリン
　＋プロテアーゼ阻害剤の３剤併用
④インターフェロンフリー治療

Ｃ
型
肝
炎
の
治
療

医療費助成があります

　

Ｂ
型
肝
炎
は
、
比
較
的
若
い
人

に
は
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ン
に
よ
る

ウ
イ
ル
ス
の
排
除
を
し
ま
す
。
そ

の
他
「
肝
酸
ア
ナ
ロ
グ
」
と
い
う

ウ
イ
ル
ス
の
増
殖
を
抑
え
る
薬
で

鎮
静
化
を
図
り
ま
す
。
現
在
日
本

で
は
妊
婦
さ
ん
全
員
に
Ｂ
型
肝
炎

の
検
査
を
し
て
、
陽
性
の
妊
婦
か

ら
生
ま
れ
た
赤
ち
ゃ
ん
に
感
染
予

防
を
行
っ
て
お
り
、
母
子
感
染
は

激
減
し
て
い
ま
す
。し
か
し
、お
母

さ
ん
以
外
か
ら
の
感
染
も
起
こ
っ

て
い
る
た
め
、
平
成　

年　

月
か

２８

１０

ら
Ｂ
型
肝
炎
ワ
ク
チ
ン
も
定
期
接

種
す
る
こ
と
に
決
ま
り
ま
し
た
。

　

医
療
費
の
助
成
制
度
も
あ
り
ま

す
の
で
、
ウ
イ
ル
ス
検
査
と
治
療

で
肝
が
ん
を
予
防
し
ま
し
ょ
う
。

　

肝
臓
の
異
変
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る

の
が
、
血
液
検
査
を
受
け
て
肝
臓

の
状
態
を
確
認
す
る
肝
機
能
検
査

で
す
。
こ
の
検
査
は
、
各
種
の
検

診
や
ド
ッ
ク
検
査
で
は
必
ず
あ
り

ま
す
。
お
酒
の
飲
み
過
ぎ
や
食
べ

過
ぎ
は
肝
細
胞
内
に
中
性
脂
肪
が

溜
ま
る
「
脂
肪
肝
」
の
原
因
に
な

り
ま
す
。
脂
肪
肝
の
一
部
に
は
、

慢
性
的
な
炎
症
が
起
こ
っ
て
肝
硬

変
に
進
む
も
の
が
あ
る
こ
と
が
分

っ
て
き
ま
し
た
。

　

「
ウ
イ
ル
ス
肝
炎
」
は
肝
炎
ウ
イ

ル
ス
の
感
染
が
原
因
で
、
肝
臓
に

炎
症
が
起
こ
る
病
気
で
す
。
肝
炎

ウ
イ
ル
ス
が
肝
臓
に
住
み
着
く

と
、
免
疫
が
働
い
て
体
か
ら
ウ
イ

ル
ス
を
排
除
し
よ
う
と
す
る
た
め

炎
症
が
起
こ
り
ま
す
。
肝
炎
ウ
イ

ル
ス
の
中
で
特
に
注
意
が
必
要
な

の
は
、
Ｂ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
と
Ｃ

型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
で
す
。

Ｂ
型
肝
炎
の
治
療

血
液
検
査
で
チ
ェ
ッ
ク
！

ウ
イ
ル
ス
肝
炎
に
注
意

詳しくは、

厚生労働省ホームページをご覧ください

〜対象となる治療法〜

原則月当たり１万円を助成
（世帯所得の高い人は、２万円を超
  える部分について医療費を助成）


